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関として、より実質的な役割 果たし始めたようにみえる 会であるが、他方、共産党の方針を追認するラバースタンプとしての役割を脱却したわけではない。ドイモイ期においても 大多数の法案や決議案、人事案などは、国会議員の圧倒的多数の賛成により承認されている。二〇一三年の憲法改正では、全条文数の九割以上 上る






































 自薦候補の制度化――一九九二年国会議員選挙法では、自薦による個人の立候補権が明記された。大多数の候補者は中央、地方の国家機関や大衆組織などによる推薦を受けた候補者であるが、ドイモイ期には自薦 も実際に選挙で当選す ようになってきた。ただし、当局による候補者の厳しいスクリーニングもあって、当選者はまだ少数とどまる。
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 議場における討議の充実、活性化――前述したように、ドイモイ期には、議場において国会議員による比較的自由な発言がなされるよう なった 一九九二年以降はまた、議事運営の体系化、制度化が進み、一会期当たりの日数も増えて、最近では約四〇日となってい 。
　
マレスキー、シューラー その












期政治局では、その内部における分裂、抗争がこれまでになく顕在化した。首相に再選されたグエン・タン・ズン 対しては、その経済運営の手法への批判に加え、子弟の政治的、経済的成功などに関連してその道徳的資質を問う声も強かった。他方、国家主席には、ズンと同い年で同様に若いころから将来を嘱望され きた いわばズンの政治的ライバルであるチュオン・タン・サンが、また、党書記長にはイデオロギー部門の出身でクリー なイメージのある前国会議長のグエ フー チョンが就任した。　
チョンは、党内の綱紀粛正によ







鉄道建設計画案の国会による審議である。この計画は ハノイ＝ホーチミン間を結ぶ高速鉄道を日本の新幹線方式で するというものであった。二〇〇九年のズン首相と日本の鳩山首相（当時）との会談でこのプロジェクトへの言及があり、関係者 間では既に既定路線であるようにみられていたところ 、二〇一〇年六月の国会で、この計画案は 資金面での懸念などから否決されてしまう。　
同計画案をめぐる顛末は、首相
肝いりの大規模プロジェクトを国会が否決したという とで注目を集めた。実際には、党指導部の間でこの案件に関 コンセンサス形成できなかったため、計画案採否の判断が国会 委ねられたいう事情があったといわれる。
　
第二は、二〇一三年に初めて実





れ、結果は直ちに公表された。投票は、 「高信任」 「信任」 「低信任」の三段階で行われ、 「低信任」が過半数に達した幹部はいなかったが、特に注目されたのは、ズン首相に対し、国会議員の三二％が「低信 票を投じたことであった。　
以上の二つの事例で国会が示し
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